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持され て い る 。 もち ろん ，
こ こ で イメ

ー

ジ され て い る教 養は， 著者の い うサ ラ リ

ー
マ ン 文化 へ の適応戦略で ある キ ョ ウ ヨ

ウ に過 ぎな い か も しれ な い 。 けれ ど も，

日本社会で は教養主 義に よ る以外 ， 教養

へ の 接近方法 を発見 して こな か っ た。教

養で あれ ， キ ョ ウ ヨ ウで あれ ， それを身

に つ け る場 所 として は大 学 しか な い だ ろ

う。 現在 の 大学が ， そ の 要請 に 応 え る場

で あ るか が 問わ れ て い る 。 著者 は 「い ま

■　Sk 　評　■

こ そ ， 教 養と は な に か を こ との は じめか

ら考え るチ ャ ン ス が や っ て きた の だ と も

い え る」 （p、245） と控 えめ に 述べ て い る

が
， チ ャ ン ス は危機の 別名で もあ る。 少

な くと も大学教育 に 関係 して い る人間 は ，

こ の 機会 に何が で き るか
， 何 をす るべ き

か を考える べ きで は ない だ ろ うか 。
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「生 活 社 会形 成 の 論 理 と消 費者 一 消費社 会 か ら生活社 会 へ 」

小林　　甫

　本書は ， 長 ら く愛知教育大学消費生活

科学選修 で研 鑽 を積 まれた著者 （現 ・埼

玉 学 園大学）の 「10年 間 の 研 究 の 集 大

成」で あ り， 評 者 も学問的刺激 を受 けた

こ と を最初 に感謝 して お き た い
。 第 1 章

「日本の 近代化 と 生産 の 価値
一
産業史の

視点 か ら一
」， 第 2 章 「凵本 の 近代化 と

社会変動
一
変 動 へ の 消 費要因

一
」， 第 3

章 「口本 の 近代化 と自然変動一変動 へ の

消費要 因
一

」， 第 4 章 「消費 の 浪費構造

と消費者心理」， 第 5 章 「価値形成 と し

て の 日本 文化 一持 続可能 な社会 との 関連

で
一1， 第 6 章 「離 島住民 の 生活意 識

一

生 活 満足 の 構造 分析
一

」， 第 7 章 「都 市

住民の 消費意識
一
競争的消費 の 実像

一
」，

第 8章 「地場産業の 人 問学的考察一関市

刃物工 業 を事例 に
一
」， 第 9章 「生活 社

会形成の論理 」， 第 10章 「結び」 に ， 「ま

えが き」 と 「あ とが き」が 付 く。 評 者の

読 み で は全体 は 4 つ の 部分 に分か れ る 。

第 1部 （第 1 〜 4章）は 日本の 近代化に

お け る消費要因 と高度成長期以降の 浪費

構造 の分析 ， 第III部 （第 6〜 8章） は地

域社会 に お け る消費行動 の実態分析 。 第

II部 （第 5 章） は第 1部 と第III部 との 間

に 位 置 し ， か つ 第 IV部 （第 9 章 ， 第 10

章） に お ける 「生活社会形成」 と も否 定

的に 呼応 する 。

　第 1部 は ，
マ ク ロ な指標を用 い た 日本

近代化 と消費／浪費の 構造 に関す る分析

で あ る 。 第 1章 ： 「生産 の価値」 は戦前

の 天 皇制 国家 へ の 貢献価値か ら， 高度成

長期以 降 に モ ノ の 生産 力第
一主 義 へ 転換 ，

「社会 の 価値観 も民 主化 さ れ ， 初 め て 生

産 に 理性 的に 」取 り組 ん だ （本書28頁）。

第 2 章 ：高度成長期以降に お け る経済社

会 の 構造変動が消費欲求 を爆発 さ せ る 中

で
， 「共 同で 国家 を支 え る共 同体 と して

i33

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Japan Society of Educational Sociology

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Soolety 　of 　Eduoatlonal 　Soolology

の 家 と村 は ， 個人 の 欲望 と い う エ ネル ギ

ー
の ま え に ， そ の 組 織 を崩壊 さ せ 」 た

（54頁）。 第 3章 ： 「自然変動」 とは公害

や環境 問題 だ が
， 「自然 を破壊 し

， 『浪費

構造 の 国民生活』 を成 り立 たせ て い る の

は欲 望 の 肥大化 した 消費 者」 （82頁） 自

身で ある 。 第 4 章 ：高度成長後の 大衆消

費社会 に お け る消費構造 は ， 高度成長期

に 物的価値追求， 低成長期 とバ ブ ル 期 に

は 個人 の競争的消費 を生 むが
，

ポ ス ト ・

バ ブ ル 期 も含 め ， 消費者 は 「意外 と堅実

な消費行動 を とっ て きた」 （114−5頁）。

　 第 II部 （第 5 章） は持続可能 な社会形

成 に 関す る 「日本文 化」の 貢献 を検討 し，

否 定的な応 えを出す 。 西欧 人 に比 べ N 本

人 は 「作 られ た状 況 に 従 う 国民 」で ，

「日本人 の 自我」 は 操作 され や す い 「用

具的 自我」だか らで ある （142頁）。 根源

に あ る 「日本人 の 無 自我性」 は 「風 土 と

宗教が そ の基盤 を作 り， 天皇制が そ れ を

強化 し， イ エ とム ラが それ を維持」 した

（131頁）。 先 に見 た 高度成長期 の 社会 変

動 に もか か わ らず基 本構造 は同
一 と著者

は 見 る 。 こ の 章 は 本 書 の 中 で ， あ る種
“

奇妙 な
”

位置 に あ るが ， 全体の 死 命 を

制 して もい る 。

　 第 III部 は実態調査 に基づ く離島 ， 大都

市 ベ ッ ドタウ ン
， 地 場産業都市 に お け る

「消費 の 態様」分析 で あ る 。 第 6 章 ：消

費社会の 中心 地東京 か ら地理 的 に
一

番遠

い 沖縄県竹富町波照聞島で の 調査 に よ り ，

「生 活満足感はモ ノ の所 有で 生 まれ る も

の で は な 」い
。 「コ コ ロ の 連 帯 を築 くこ

と ，
こ れ が 『作 られ た消費』」 を 「生活

か ら無縁 にす る方 法 」 （181頁） だ 。 第 7

章 ：埼玉県所沢市 と愛知県春 日井市で の

’34

「競争的消費の 今 日的態様」調査 に よれ

ば ， 両市 の 消費者行 動は 競争的消費 を示

さな い が ， それ を示 す少数の人 び と （地

域生活で 孤立型 の人 ， 所得や 資産で 不満

足 な 人 ） との 「連 帯的消費」が 必 要だ

（212−3頁）。 第 8 章 ：愛知 県関市 の 刃 物

工業 関係 者 へ の 調査 か ら ， 生産社会 ・モ

ノ社会 に対 す る 生活社会 ・コ コ ロ 社会の

萌芽 を探 る が ， 仕事 に 「〈誇 り〉」 を もつ

人 び と が 「そ の 可能性 を 秘 め て い る」

（248頁） と展望す る。 第III部全体を通し

て ， 消費者の 堅 実な消費行動が 浮か び上

が る 。 そ れ を受 け止 め て著者 は第IV部で

「生活社会の 理 論構築」 を試み る 。

　 「産業社会 は モ ノ が支配 す る社会 で あ

る 。
モ ノ の 支配 か ら脱却 した社会，それ

が生活社会で あ る 。 生活社会で は モ ノ が

生活 の 中に 埋 め込 まれ て い る。 生命の 通

い 合 う ， 自然
一

生 産
｝
流 通

一
分 配

一
消

費
一 リサ イ ク ル ー

廃 棄
一

自然 とい う循環

プ ロ セ ス を経済性を超 え る価値の 実現 を

通 し て創造す る こ とで ，
モ ノ の 世界 に よ

っ て支配 され な い 人 と人 との真 に協 同的

な人 間世 界 の 形成 ， こ れ が 生 活社 会」

（183頁）で あ る。 モ ノ 中心社会 か ら人間

中心社会 へ の 変革 を ， 著者 は 「個人的消

費か ら連帯的消費」 へ の 転換か ら考察 し
，

生活手段の 共同化 ， サ ー ビ ス の 共同化 ，

地域 自給 ， リサ イ クル
， の それ ぞれ に お

い て 具体例 を呈 示 す る。 著者 に と っ て

「日本 経済 の 再 活 性 化 こ そ基 本 命題」

（280頁）な の で ある 。

　残念 なが ら著者 は生活 社会 を担 う 「新

しい 主体性や ， 新 しい 価値形成」を期待

で きな い
。 こ こ に 5 章の 役割が ある 。 そ

れ ゆ え生活社会形成に 関わ る 【国際的な
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■　 岡 　 評　 ■

有本

関心の増大 → 日本 に お け る国家の 政策 目

標化
．・ 「用 具的自我」の 日本人 に よる受

容】と い う， 生活社会形成 の 外圧待望論

の よ うな結論が 出 て し ま う （283−4頁）。

評者 は 日本社会 の再生 を基本課題 と考 え

る 。 そ うす る と ， 著者が紹介 し解釈 した

浜 口 恵俊 の 《「問人 」一 「集団 」》論 一

対人関係 に お け る 問人主義 と多人 数の 人

間関係に お ける集団主義 と の 関係性一
，

つ ま り 凵本 社会 に お け る 《親 密 圏》 と

《公 共圏》の 検討 が 不 可欠 とな る （著者

は 問人 と集団 の 間 に 「土 俵 の ズ レ は な

い 」 （136 頁） と 見 る が
， 評 者 は

《
“

sozial な
”

社 会 関係 と
“

gesellschaft一

　 　 壷

lichな ”

社会 関係》 との 関係性の 日本 的

表現 と見 る）。 人 び と の 現 実的生活過 程

に 即 し た fairnessと ， 諸 中 間 集 団
一

「国 民 社 会」 （鈴 木 栄 太 郎）に お け る

Social　Justiceと の 関連 を問 うて 行 くこ

とで ， 〈生 活 社会形 成 と生 涯 学習〉 （282

頁） を新た に展開で き そ うで あ る 。 その

とき第 1部 と第III部 は ， 個人 レ ベ ル と公

共 レ ベ ル の 「生涯学習」 を通 して 有機 的

に 関連 し合 い
， 以 て 第 5 章 の 「用 具 的 自

我」 の 論理 を変 え うる の で ない だ ろ うか 。

生 活者 は消費行動で も堅 実だ か らで あ る。

　　　　◆ A5 判　286頁　本体 5
，
200円

　　　　　御茶ノ 水書房　2003 年 8 月刊

　　　章 ［編］

「大 学の カ リキ ュ ラ ム 改 革」

筑波大学　加藤　　毅

　本書 は， 国立大学の 全国組織で ある大

学教育研究 セ ン タ ー
等協議会 の なか に 設

置 された研究部 が
， 文科省科研 費の補助

を受け て実施 した研究成果 を と りま とめ

た もの で あ る。研 究の 意図 と概要 に つ い

て述 べ た序章 ， 5 つ の サ ブ テ
ー

マ に沿 っ

て 学士課程 カ リキ ュ ラ ム 改革 とそ の効果

に つ い て 実証的分析 を行 っ た第 1部 ，
ユ

ニ ー
ク な実験や 先駆的な改革をすす め る

国内 6 大学の 事例 を取 り上 げた第 II部 ，

ア メ リカの 教 養教育を主導 して きた 4大

学 の 動向を紹介 した第 III部 ， そ して今後

の 課題 と展望 に つ い て 述べ た終章 とい う

構成 に な っ て い る 。

　研究の狙 い に っ い て は ， 序章 で 明確 に

設定 さ れ て い る 。 すな わ ち ， 1991年に 始

まる大学大 綱化 政策を受 けて大 学教育改

革が 進 め られ て い る に もか か わ らず ， 大

学教育 に対す る批判 は払拭され て はい な

い 。 な か で も特に 変化の 大 き か っ た 教養

教育 は混迷状態 に あ る。 そ して
，

こ の 問

題状況が も っ と もク リア に 浮か び上 が っ

て くるの が ， 学士課程 カ リキ ュ ラム の 改

革動 向で あ る 。 で ある か ら こそ
，

これ ま

で積 み 重 ね られ て きた カ リキ ュ ラム 改革

の有効性や効果 を明 らか に す る と と もに

今後進 むべ き方向性 に つ い て 考察 を深 め

るこ とが 必要 なの で は ない か 。 こ の よ う

な問題関心 の も と， 研究プ ロ ジ ェ ク トの

なか で ， 全国の 大学 の教員及び学生 に対
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